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ことである．
3．　お：わ　り　に
　波高と波圧の関係における3秒から2秒までの測定値と理論値とのずれはどの観測にも共通
したものであった．また，この領域のコヒーレンスは常に低く0．8以下で，なんらかの雑音が
大きいことがわかる．この原因としては非線型効果，塔による表面波の変形等が考えられる
が，非線型効果の方は，うねりの場合の最大傾斜α尾が0．05以下であり考えにくい．塔による影
響の方であるが，著者の測定結果によると，測器取付台から数m離れた場所の波のスペクトノレ
とごく塔の近くの波のスペクトルは4秒近くまではほとんど一致するのに，4秒付近から高周
波域では顕著な差異が認められた．もしこれが原因であるとすれば，乱れは水中にあまり伝達
しないと考えなければならないが，これは簡単に納得できることではない．この点の矛盾につ
v・ては今後の実験，測定，考察に待ちたい．
　終わりに，種々ご指導いただいた国立防災科学技術センター岩田憲幸博士，データ処理に有
益な助言をくださった同菅原正巳博士，水圧計の使用に便宜をいただいた株式会杜東邦電探杜
長伊藤公衛氏，データ処理をしてくださった国立防災科学技術センター第3研究部勝山ヨシ子
氏，八十島久氏に深く感謝するしだいであります．
参　考　文　献
??
2）
3）
4）
5）
Hamada，T．（1965）：The　secondary　interaction　of　surface　waves．Rψ．！〕oブむ”〃H”ψα”
T3c伽．五35．乃耐．，Report　No．10，1＿28．
富永正照ら（1966）：バイブロトロン式波高計について．防災科学技術総合研究速報，第1号，
39＿44．
Komeva，L－A．（1962）：Someエesu1ts　of　a　study　of　wave　attenuation　wi士h　depth．B〃〃、
（1鮒．）Aω3．86｛一，σ38R，Gθoク伽∫．8ぴ、，No．12．1！38－1144．
本間仁ら（1965）1水圧変動波形と水面波形の相関性．第12回海岸工学講演会講演集，76－83．
菱田耕造ら（1967）：表面波の深さに伴う減衰について．昭和42年度目本海洋学会秋季大会講演要
旨集．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968年9月30目原稿受理）
一74一
